
【昭和３１年２月６日第３種郵便物認可】石 油 化 学 新 聞（３） ２０２０年（令和２年）５月２５日（月曜日）

４月のＰＶＣ、ＶＣＭの生産・出荷
（単位 ： トン、 ％）

４月 前月比
前　年
同月比

Ｐ　

Ｖ　

Ｃ

生 産 量 110,500 83.5 83.5

硬 質 用 38,252 85.1 93.5

軟 質 用 19,053 99.5 92.9

電線その他用 19,326 96.2 94.0

国内向出荷計 76,631 91.0 93.5

輸 出 28,759 52.9 58.4

出 荷 総 計 105,390 76.1 80.3

月 末 在 庫 181,768 102.9 109.4

Ｖ　

Ｃ　

Ｍ

生　 産　 量 204,709 94.0 89.2

Ｐ　Ｖ　Ｃ用 113,648 85.6 84.5

そ の 他 用 6,680 95.7 107.5

国 内 計 120,328 86.1 85.5

輸 出 62,274 104.6 83.5

出 荷 総 計 182,602 91.6 84.8

月 末 在 庫 69,261 116.7 131.2

2020年４月受払表
（単位 ： トン、 ％）

４月実績
前　年
同月比

ポ
リ
ス
チ
レ
ン

繰 越 在 庫 103,750 111

生 　　　産 53,820 85

出　
　
　

荷

内　

需

電機工業用 6,528 84

包装用 23,203 85

雑貨産業用 6,234 73

ＦＳ用 15,259 93

計 51,224 85

輸　　出 3,598 84

合　　計 54,822 85

月 末 在 庫 102,748 111

ス
チ
レ
ン
モ
ノ
マ
ー

繰 　　　越 64,022 107

生 　　　産 154,010 100

出　
　
　

荷

内　

需

ＧＰ、ＨＩ 56,698 100

ＥＰＳ 5,653 56

合成ゴム 8,171 88

不飽和ポリエステル 1,465 53

ＡＢＳ 21,682 90

その他 20,125 106

計 113,794 93

輸　　出 48,009 137

合　　計 161,803 103

月 末 在 庫 56,206 99

４月の汎用４樹脂の出荷実績
（単位 ： 1,000㌧、 ％）

生産
出　　荷

在庫
国内 輸出 計

Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ

数 　 量 97.3 109.6 10.7 120.4 379.6

前 月 比 ▲1 2 ▲18 ▲0 ▲6

前年同月比 ▲12 ▲3 26 ▲1 ▲3

Ｈ
Ｄ
Ｐ
Ｅ

数 　 量 52.6 60.7 7.7 68.4 212.0

前 月 比 1 ▲1 ▲17 ▲3 ▲7

前年同月比 ▲26 ▲1 8 ▲0 ▲19

Ｐ　
　

Ｐ

数 　 量 179.4 175.2 10.0 185.1 633.0

前 月 比 ▲6 ▲15 ▲21 ▲16 0

前年同月比 ▲7 ▲17 7 ▲16 6

Ｐ　
　

Ｓ

数 　 量 53.8 51.2 3.6 54.8 102.7

前 月 比 ▲18 ▲11 ▲7 ▲11 ▲1

前年同月比 ▲15 ▲15 ▲16 ▲15 11

４月の酢ビ・ポバール需給実績
（単位 ： トン、 ％）

４月
前　年
同月比

１～４月
累計

前　年
同期比

酢　
　

ビ

初 在 庫 25,436 79

生 産 48,837 107 191,222 100

ポバール用 30,104 97 126,311 99

一 

般 

用

接 着 剤 4,203 142 20,589 130

ガ ム 0 － 0 －

コーポリ 120 82 667 112

Ｅ Ｖ Ａ 8,550 167 29,853 134

そ の 他 0 － 1,101 103

計 12,873 151 52,210 131

輸 出 6,706 71 23,118 93

合 計 49,683 101 201,639 105

末 在 庫 24,590 86

ポ
バ
ー
ル

初 在 庫 56,780 101

生 産 16,159 99 66,784 98

ビニロン用 5,695 87 21,799 94

一 

般 

用

繊 維 161 77 651 83

製 紙 906 79 3,403 87

フィルム 564 165 2,002 131

接 着 剤 2,347 132 7,667 112

そ の 他 1,555 96 6,890 109

計 5,533 109 20,613 107

輸 出 6,202 99 26,699 105

合 計 17,430 97 69,111 101

末 在 庫 55,509 102

ダ
ウ
と
ド
ク
サ
プ
ラ
ス
ト

ス
ト
レ
ッ
チ
フ
ィ
ル
ム

バ
イ
オ
原
料
Ｐ
Ｅ
で

　
ダ
ウ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
フ
ィ

ル
ム
メ
ー
カ
ー
の
ド
ク
サ
プ

ラ
ス
ト
は
、
よ
り
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に

応
え
る
た
め
、
再
生
可
能
原

料
を
使
っ
た
高
性
能
バ
イ
オ

ス
ト
レ
ッ
チ
フ
ィ
ル
ム
を
商

品
化
し
た
。

　
ド
ク
サ
プ
ラ
ス
ト
の
ス
ト

レ
ッ
チ
フ
ィ
ル
ム
新
シ
リ
ー

ズ
「
リ
ボ
ー
ン
」
は
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
森
林
由
来
の
製

紙
残
留
物
を
原
料
と
し
た
ダ

ウ
の
直
鎖
状
低
密
度
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
「
エ
リ
ー
ト
５
２
３

０
Ｇ
Ｃ
・
Ｒ
」
か
ら
製
造

し
、
原
料
は
人
の
食
物
連
鎖

と
競
合
し
な
い
。
フ
ィ
ル
ム

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
あ
る
ド

ク
サ
の
工
場
で
生
産
し
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
短
い
た

め
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン

ト
の
削
減
に
寄
与
す
る
。
フ

ィ
ル
ム
の
厚
み
も
機
能
性
を

保
持
し
た
ま
ま
特
許
取
得
技

術
を
用
い
て
４
㍈
ま
で
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
し
て
お
り
、

そ
の
分
、
環
境
保
全
と
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
に
も
寄
与
す
る
。

　
石
油
化
学
工
業
協
会
が
ま

と
め
た
主
要
石
油
化
学
製
品

の
４
月
生
産
実
績
に
よ
る
と

エ
チ
レ
ン
は
前
年
同
月
比
９

・
７
％
減
の
46
万
５
４
０
０

㌧
と
２
カ
月
連
続
で
前
年
実

績
を
下
回
っ
た
。
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
川
崎
と
東
ソ

ー
・
四
日
市
の
２
基
（
前
年

同
月
は
１
基
）
が
定
期
修
理

エ
チ
レ
ン
生
産
9.7
％
減 

４
月

４月の石化製品生産実績
　　　　　（単位：1,000㌧、 ％）

４月 前月比
前　年
同月比

エ チ レ ン 465.4 3 ▲10
Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ 97.3 ▲1 ▲12
Ｈ Ｄ Ｐ Ｅ 52.6 1 ▲26
Ｐ 　 　 Ｐ 179.4 ▲6 ▲7
Ｐ 　 　 Ｓ 53.8 ▲18 ▲15
Ｓ 　 　 Ｍ 154.0 12 ▲0
Ｐ Ｖ Ｃ 110.5 ▲16 ▲17
Ｖ Ｃ Ｍ 204.7 ▲6 ▲11
Ｍ Ｍ Ａ 33.2 ▲5 ▲15
Ｅ 　 　 Ｏ 68.2 30 ▲12
Ｅ 　 　 Ｇ 52.0 49 ▲15
アセトアルデヒド 4.1 ▲6 ▲33
Ａ 　 　 Ｎ 38.0 13 ▲11
Ｓ Ｂ Ｒ 21.5 65 ▲31
Ｂ 　 　 Ｒ 18.7 ▲8 ▲22
ベ ン ゼ ン 230.1 ▲11 ▲21
ト ル エ ン 109.3 15 ▲29
キ シ レ ン 423.4 ▲3 ▲24

　
石
油
化
学
工
業
協
会
が
ま

と
め
た
汎
用
４
樹
脂
（
Ｌ
Ｄ

Ｐ
Ｅ
、
Ｈ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
、
Ｐ
Ｐ
、

Ｐ
Ｓ
）
の
４
月
出
荷
実
績
に

よ
る
と
、
国
内
は
４
樹
脂
す

べ
て
が
前
年
同
月
比
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
た
。
Ｐ
Ｅ
は
フ
ィ

ル
ム
分
野
、
Ｐ
Ｐ
は
自
動
車

な
ど
産
業
用
途
向
け
射
出
成

形
分
野
、
Ｐ
Ｓ
は
包
装
資
材

関
連
が
不
振
だ
っ
た
。

　
国
内
出
荷
の
前
年
割
れ
は

エ
チ
レ
ン
用
輸
入
ナ
フ
サ

４
月
は
２
万
8357
円

　
経
済
産
業
省
が
ま
と
め
た

エ
チ
レ
ン
用
輸
入
ナ
フ
サ
の

４
月
通
関
実
績
に
よ
る
と
、

輸
入
単
価
は
前
月
比
29
・
４

％
（
１
万
１
８
０
１
円
）
安

の
１
㌔
㍑
２
万
８
３
５
７
円

と
な
っ
た
。
３
万
円
割
れ
は

16
年
10
月
以
来
。
原
油
相
場

下
落
の
影
響
を
受
け
た
。

　
ド
ル
建
て
は
１
５
８
㌦
80

㌣
安
の
１
㌧
３
７
８
㌦
60

㌣
。
輸
入
量
は
22
％
減
の
１

４
５
万
５
２
９
４
㌔
㍑
（
１

０
０
万
３
５
７
７
㌧
）、
輸

入
額
は
45
・
２
％
減
の
３
億

７
９
９
９
万
１
４
１
６
㌦
だ

っ
た
。
為
替
は
80
銭
円
安
の

１
㌦
１
０
８
円
80
銭
。

エ
チ
レ
ン
換
算

３
月
輸
出
0.4
％
減

　
経
済
産
業
省
が
ま
と
め
た

エ
チ
レ
ン
換
算
輸
出
入
の
３

月
実
績
に
よ
る
と
、
輸
出
は

前
年
同
月
比
０
・
４
％
減
の

22
万
７
０
０
㌧
だ
っ
た
。
対

象
16
品
目
の
う
ち
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ

な
ど
８
品
目
が
前
年
割
れ
。

生
産
に
占
め
る
輸
出
比
率
は

48
・
７
％
と
直
近
４
年
間
の

最
高
水
準
と
な
っ
た
。
輸
入

は
11
・
６
％
減
の
６
万
２
２

０
０
㌧
で
２
カ
月
連
続
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
内
需
に

占
め
る
輸
入
比
率
は
21
・
１

％
と
な
り
、
約
２
年
ぶ
り
に

20
％
台
を
記
録
し
た
。

　
１
～
３
月
は
輸
出
が
前
年

同
期
比
６
・
５
％
減
の
56
万

９
６
０
０
㌧
と
な
り
、
６
四

半
期
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
に
転

じ
た
。
品
目
別
で
は
生
エ
チ

レ
ン
や
Ｐ
Ｖ
Ｃ
な
ど
10
品
目

が
減
少
し
た
。
生
産
に
占
め

る
輸
出
比
率
は
０
・
７
㌽
上

昇
し
38
・
１
％
だ
っ
た
。
輸

入
は
２
・
９
％
減
の
21
万
３

９
０
０
㌧
で
６
四
半
期
連
続

の
マ
イ
ナ
ス
。
内
需
に
占
め

る
輸
入
比
率
は
18
・
８
％
と

１
・
１
㌽
上
昇
し
た
。

軒
並
み
前
年
割
れ 

汎
用
樹
脂

国
内
出
荷

Ｌ
Ｄ
が
４
カ
月
連
続
、
Ｈ
Ｄ

と
Ｐ
Ｐ
が
７
カ
月
連
続
、
Ｐ

Ｓ
が
２
カ
月
ぶ
り
。

  

生
産
は
定
修
増
加
と
稼
働

率
要
因
で
４
樹
脂
す
べ
て
が

前
年
割
れ
と
な
っ
た
。
月
末

の
季
節
調
整
済
み
在
庫
率
は

Ｌ
Ｄ
が
３
・
２
カ
月
（
前
月

末
３
・
６
カ
月
）
、
Ｈ
Ｄ
が

２
・
９
カ
月
（
３
・
１
カ

月
）
、
Ｐ
Ｐ
が
３
・
２
カ
月

（
３
・
０
カ
月
）
、
Ｐ
Ｓ
が

２
・
０
カ
月
（
１
・
７
カ

月
）。
Ｌ
Ｄ
と
Ｈ
Ｄ
は
ほ
ぼ

適
性
水
準
だ
が
、
Ｐ
Ｐ
と
Ｐ

Ｐ
は
高
め
と
な
っ
た
。

Ｐ
Ｖ
Ｃ
生
産
16
％
減

　
塩
ビ
工
業
・
環
境
協
会
が

ま
と
め
た
塩
ビ
樹
脂
（
Ｐ
Ｖ

Ｃ
）
の
４
月
需
給
実
績
に
よ

る
と
、
生
産
は
前
年
同
月
比

16
・
５
％
減
少
し
２
カ
月
連

続
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

３
～
４
月
に
中
京
地
区
で
行

わ
れ
た
定
修
が
影
響
し
た
。

　
出
荷
は
国
内
向
け
、
輸
出

と
も
に
落
ち
込
み
約
２
割
減

少
し
た
。
国
内
向
け
は
各
用

途
と
も
低
迷
。
硬
質
用
は
半

導
体
製
造
装
置
に
使
う
平
板

向
け
は
好
調
も
、
建
設
資
材

向
け
は
振
る
わ
な
か
っ
た
。

軟
質
用
は
食
品
用
フ
ィ
ル
ム

・
シ
ー
ト
と
壁
紙
向
け
以
外

が
伸
び
悩
ん
だ
。
輸
出
は
４

割
以
上
減
り
、
14
年
11
月
以

来
の
３
万
㌧
割
れ
。
主
力
仕

向
け
先
の
イ
ン
ド
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
対

策
に
向
け
た
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

（
都
市
封
鎖
）
が
実
施
さ
れ

て
い
る
影
響
が
出
た
。

　
塩
ビ
モ
ノ
マ
ー
（
Ｖ
Ｃ

Ｍ
）
は
生
産
、
出
荷
と
も
２

か
月
連
続
で
減
少
し
た
。

Ｐ
Ｓ
内
需

２
ヵ
月
ぶ
り
マ
イ
ナ
ス

　
日
本
ス
チ
レ
ン
工
業
会
が

ま
と
め
た
ポ
リ
ス
チ
レ
ン

（
Ｐ
Ｓ
）
の
４
月
国
産
品
内

需
は
前
年
同
月
比
15
％
減
の

５
万
１
２
２
４
㌧
と
２
カ
月

ぶ
り
に
前
年
実
績
を
下
回
っ

た
。「
巣
ご
も
り
消
費
」
の

浸
透
で
食
品
包
装
材
向
け
Ｐ

Ｓ
の
需
要
が
拡
大
し
て
い
る

と
さ
れ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
多
く
の
用
途
で
需

要
が
減
少
し
、
４
月
か
ら
の

Ｐ
Ｓ
の
値
上
げ
に
伴
い
需
要

家
が
買
い
控
え
た
よ
う
だ
。

　
用
途
別
は
最
大
の
包
装
用

が
15
％
減
少
し
た
ほ
か
、
電

機
・
工
業
用
が
16
％
減
、
雑

貨
・
産
業
用
が
27
％
減
、
Ｆ

Ｓ
（
フ
ォ
ー
ム
ス
チ
レ
ン
）

用
が
７
％
減
と
総
じ
て
不
振

だ
っ
た
。
生
産
も
15
％
減
少

し
た
が
、
月
末
在
庫
率
は
１

・
９
カ
月
（
３
月
末
は
１
・

７
カ
月
）
に
上
昇
し
た
。

　
１
～
４
月
の
国
産
品
内
需

は
前
年
同
期
比
５
％
減
の
20

万
４
６
８
４
㌧
。
輸
入
は
３

月
が
２
５
０
０
㌧
、
１
～
３

月
実
績
の
年
間
換
算
が
３
万

６
千
㌧
（
19
年
実
績
は
３
万

７
４
０
０
㌧
）
だ
っ
た
。

　
ス
チ
レ
ン
モ
ノ
マ
ー
（
Ｓ

Ｍ
）
の
４
月
生
産
は
前
年
同

月
並
み
の
15
万
４
０
１
０

㌧
。
内
需
は
７
％
減
の
11
万

３
７
９
４
㌧
と
２
カ
月
ぶ
り

に
マ
イ
ナ
ス
、
輸
出
は
37
％

増
の
４
万
８
０
０
９
㌧
と
２

カ
月
ぶ
り
に
増
加
し
た
。

を
行
い
、
生
産
能
力
が
絞
ら

れ
た
。

　
エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
実

質
稼
働
率
は
91
・
４
％
と
３

月
（
88
・
７
％
）
か
ら
上
昇

し
た
が
、
前
年
４
月
（
95
・

７
％
）
比
で
は
低
下
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
る
石
化
製

品
の
需
要
減
が
要
因
。

　
エ
チ
レ
ン
を
除
く
対
象
17

品
目
の
生
産
は
、
定
修
規
模

差
と
稼
働
率
要
因
で
す
べ
て

前
年
割
れ
と
な
っ
た
。

ポ
バ
ー
ル
用
は
３
％
減

酢
ビ
国
内
出
荷

一
般
用
51
％
増

　
酢
ビ
・
ポ
バ
ー
ル
工
業
会

が
ま
と
め
た
４
月
の
酢
酸
ビ

ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
と
ポ
バ
ー
ル

の
需
給
実
績
に
よ
る
と
、
酢

ビ
は
国
内
一
般
用
途
の
出
荷

が
前
年
同
月
比
51
％
増
加
し

た
。
接
着
剤
向
け
が
42
％
、

Ｅ
Ｖ
Ａ
向
け
は
67
％
増
え

た
。
主
力
の
ポ
バ
ー
ル
用
は

３
％
減
少
し
た
。
輸
出
は
絶

対
量
こ
そ
今
年
最
大
と
な
っ

た
が
、
前
年
同
月
の
好
調
の

反
動
で
29
％
減
。
生
産
７
％

増
、
総
出
荷
は
１
％
増
で
月

末
在
庫
は
14
％
減
の
２
万
４

５
９
０
㌧
に
圧
縮
さ
れ
た
。

　
ポ
バ
ー
ル
は
国
内
一
般
用

途
が
９
％
増
え
た
。
フ
ィ
ル

ム
向
け
と
接
着
剤
向
け
が
大

き
く
伸
長
し
た
が
、
堅
調
だ

っ
た
光
学
フ
ィ
ル
ム
用
を
含

む
そ
の
他
用
途
は
４
％
減
と

調
整
が
入
っ
た
。
主
力
の
ビ

ニ
ロ
ン
用
は
13
％
減
、
輸
出

は
１
％
減
と
な
っ
た
。
生
産

１
％
減
、
総
出
荷
は
３
％
減

で
月
末
在
庫
は
２
％
増
の
５

万
５
５
０
９
㌧
と
な
っ
た
。

Ｂ 

Ａ 

Ｓ 

Ｆ

中
国
配
車
大
手
に

補
修
塗
料
を
供
給

　
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
中
国
配
車
サ

ー
ビ
ス
大
手
の
滴
滴
出
行

（
Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ
）
に
自
動
車
補

修
用
塗
料
製
品
を
供
給
す

る
。
Ｖ
Ｏ
Ｃ
削
減
な
ど
中
国

の
環
境
規
制
に
対
応
し
た
製

品
を
開
発
し
供
給
す
る
ほ

か
、
補
修
作
業
員
に
技
術
サ

ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
。

　
Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ
は
年
内
メ
ド
に

自
社
補
修
工
場
と
フ
ラ
ン
チ

ャ
イ
ズ
形
式
の
補
修
工
場
を

世
界
に
２
０
０
カ
所
以
上
広

げ
る
計
画
。
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
と
の

契
約
を
通
じ
、
補
修
作
業
工

程
の
標
準
化
と
統
合
さ
れ
た

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
創
出

に
取
り
組
む
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
社
と

廃
プ
ラ
循
環
技
術

開
発
を
ス
タ
ー
ト

　
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
と
豪
州
証
券
取

引
所
上
場
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

マ
タ
ー
ズ
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
上
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

変
遷
を
追
跡
し
、
循
環
型
経

済
に
寄
与
す
る
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ

ク
ル
を
促
進
す
る
新
た
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
共
同
開
発

に
乗
り
出
し
た
。
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
マ
タ
ー
ズ
の
マ
ー
キ
ン

グ
ソ
シ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用

し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
サ
ス

テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
認
証
や

廃
プ
ラ
の
分
別
精
度
を
高
め

る
技
術
を
開
発
す
る
。

　
千
代
田
化
工
建
設
は
米
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
で
Ｅ
Ｐ
Ｃ
（
設

計
・
調
達
・
建
設
）
業
務
を

遂
行
し
て
き
た
「
キ
ャ
メ
ロ

ン
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
完
了
し
た
。
液
化
天
然
ガ

ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
プ
ラ
ン
ト
の

第
３
系
列
の
商
業
運
転
が
開

始
し
、
こ
れ
で
全
３
系
列
が

商
業
運
転
に
入
っ
た
。
３
系

列
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
出
量
は
年
１

２
０
０
万
㌧
以
上
と
世
界
最

大
級
の
規
模
に
な
る
。

　
同
社
は
14
年
か
ら
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
テ
キ
サ
ス
州
の

「
フ
リ
ー
ポ
ー
ト
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
２

案
件
の
Ｅ
Ｐ
Ｃ
業
務
を
遂

米
Ｌ
Ｎ
Ｇ
２
案
件

商
業
運
転
に
移
行
千代田化工

行
。
フ
リ
ー
ポ
ー
ト
も
キ
ャ

メ
ロ
ン
と
同
様
、
１
～
３
月

期
に
全
系
列
が
商
業
運
転
に

入
っ
た
。
両
案
件
は
ハ
リ
ケ

ー
ン
な
ど
相
次
ぐ
自
然
災
害

を
受
け
工
期
が
遅
延
し
、
同

社
の
業
績
悪
化
を
招
い
た
。

　
現
在
も
米
国
で
二
つ
の
大

型
案
件
の
Ｅ
Ｐ
Ｃ
業
務
を
遂

行
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
遅
れ
が
発
生
。
業

績
へ
の
影
響
回
避
に
向
け
て

「
不
可
抗
力
」
を
軸
に
客
先

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
２
件
と
も
建
設
地
は
テ
キ

サ
ス
州
。
１
件
は
エ
ク
ソ
ン

モ
ー
ビ
ル
と
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の

共
同
企
業
体
向
け
年
産
１
８

０
万
㌧
の
エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン

ト
で
納
期
は
21
年
10
～
12
月

を
予
定
し
、
現
在
の
進
捗
率

は
約
60
％
と
な
っ
て
い
る
。

も
う
１
件
は
「
ゴ
ー
ル
デ
ン

パ
ス
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
、
年
産
５
２
０
万
㌧

の
天
然
ガ
ス
液
化
設
備
を
３

系
列
建
設
す
る
。
納
期
は
25

年
を
予
定
し
、
進
捗
率
は
12

％
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
支
援

日 

本 

触 

媒

４
基
金
に
2000
万
円
寄
付

　
日
本
触
媒
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
対
応
に

尽
力
す
る
医
療
従
事
者
ら
を

支
援
す
る
た
め
、
同
社
の
事

業
所
が
所
在
す
る
大
阪
府
、

兵
庫
県
、
東
京
都
、
神
奈
川

県
の
基
金
に
そ
れ
ぞ
れ
５
０

０
万
円
、
計
２
千
万
円
を
寄

付
す
る
。
寄
付
先
は
大
阪
府

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
助

け
合
い
基
金
、
ひ
ょ
う
ご
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
支

援
基
金
、
守
ろ
う
東
京
・
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
医
療
支
援
寄

附
金
、
か
な
が
わ
コ
ロ
ナ
医

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
社
長

石
化
協
会
長
に
和
賀
氏

　
石
油
化
学
工
業
協
会
は
森

川
宏
平
会
長
（
昭
和
電
工
社

長
）
の
任
期
満
了
に
伴
う
後

任
に
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
の
和

賀
昌
之
社
長
を
内
定
し
た
。

７
月
２
日
開
催
予
定
の
定
時

総
会
で
正
式
決
定
す
る
。
任

期
は
２
年
。

Ｖ
Ｅ
Ｃ
新
会
長
に

信
越
化
学
斉
藤
氏

　
塩
ビ
工
業
・
環
境
協
会

（
Ｖ
Ｅ
Ｃ
）
の
新
会
長
に
信

越
化
学
工
業
の
斉
藤
恭
彦
社

長
が
19
日
付
で
就
任
し
た
。

任
期
は
２
年
。
斉
藤
会
長
は

書
面
を
通
じ
て
コ
メ
ン
ト

し
、
樹
脂
サ
ッ
シ
や
塩
ビ

管
、
電
線
被
覆
材
と
い
っ
た

塩
ビ
製
品
の
特
性
を
踏
ま
え

「
塩
ビ
は
快
適
な
生
活
や
持

続
可
能
な
社
会
の
基
盤
を
支

え
る
素
材
と
し
て
多
大
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
語

っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
が
広
が

る
な
か
「
協
会
活
動
も
状
況

の
変
化
に
機
敏
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」

と
指
摘
。
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
に
取
り
組
む
業
界
団
体

の
支
援
に
も
努
め
る
考
え
を

示
し
た
。

和賀昌之氏

斉藤恭彦氏

療
・
福
祉
等
応
援
基
金
。

Ｄ 

Ｉ 

Ｃ

医
療
従
事
者
に

健
康
飲
料
寄
贈

　
Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
従
事

す
る
医
療
関
係
者
ら
に
、
グ

ル
ー
プ
の
健
康
飲
料
「
リ
ナ

グ
リ
ー
ン
21
エ
キ
ス
Ｋ
１
」

約
７
千
本
を
無
償
提
供
す

る
。
既
に
北
海
道
、
東
京
、

千
葉
、
埼
玉
、
茨
城
、
大

阪
、
京
都
な
ど
の
医
療
機
関

14
カ
所
へ
寄
贈
し
て
お
り
、

今
後
も
寄
贈
先
を
拡
大
す
る

予
定
。

液
晶
偏
光
板
向
け
フ
ィ
ル
ム

東洋紡

シ
ェ
ア
35
％
を
達
成

　
東
洋
紡
が
工
業
用
フ
ィ
ル

ム
の
成
長
ド
ラ
イ
バ
ー
に
位

置
づ
け
る
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
（
Ｌ
Ｃ
Ｄ
）
偏
光
板
向
け

超
複
屈
折
Ｐ
Ｅ
Ｔ
フ
ィ
ル
ム

「
コ
ス
モ
シ
ャ
イ
ン
Ｓ
Ｒ

Ｆ
」
の
19
年
度
売
上
高
は
前

年
度
比
15
％
増
え
、
シ
ェ
ア

は
約
35
％
と
５
㌽
上
昇
し

た
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
コ
ン
デ

ン
サ
ー
（
セ
ラ
コ
ン
）
製
造

工
程
用
離
型
フ
ィ
ル
ム
「
コ

ス
モ
ピ
ー
ル
」
は
５
％
増
収

で
、
シ
ェ
ア
は
約
25
％
と
前

年
度
並
み
を
維
持
し
た
。

　
Ｓ
Ｒ
Ｆ
は
Ｌ
Ｃ
Ｄ
の
液
晶

ユ
ニ
ッ
ト
の
偏
光
子
を
保
護

す
る
フ
ィ
ル
ム
。
同
フ
ィ
ル

ム
の
世
界
市
場
が
年
５
０
０

億
円
程
度
で
推
移
す
る
な

か
、
東
洋
紡
は
21
年
度
に
Ｓ

Ｒ
Ｆ
の
売
上
高
を
２
０
０
億

円
（
シ
ェ
ア
40
％
）
に
引
き

上
げ
る
計
画
で
、
19
年
度
も

売
上
高
と
シ
ェ
ア
を
順
調
に

伸
ば
し
た
。

　
犬
山
工
場
（
愛
知
県
）
で

増
設
し
た
Ｓ
Ｒ
Ｆ
生
産
ラ
イ

ン
は
月
内
に
量
産
化
す
る
予

定
。
こ
れ
で
Ｓ
Ｒ
Ｆ
生
産
体

制
は
犬
山
２
ラ
イ
ン
と
敦
賀

事
業
所
（
福
井
県
）
１
ラ
イ

ン
の
計
３
ラ
イ
ン
と
な
る
。

　
セ
ラ
コ
ン
製
造
工
程
用
離

型
フ
ィ
ル
ム
は
19
年
度
に
電

子
関
連
部
品
の
生
産
調
整
の

影
響
を
受
け
市
場
成
長
が
鈍

化
し
た
も
の
の
、
増
収
を
確

保
し
た
。
東
洋
紡
は
ハ
イ
エ

ン
ド
の
超
小
型
セ
ラ
コ
ン
の

製
造
に
不
可
欠
な
平
滑
性
に

優
れ
た
離
型
フ
ィ
ル
ム
に
強

み
を
持
ち
、
ハ
イ
エ
ン
ド
品

市
場
で
21
年
度
に
シ
ェ
ア
30

％
を
確
保
す
る
計
画
。
昨
年

10
月
に
帝
人
か
ら
譲
受
し
た

フ
ィ
ル
ム
事
業
会
社
Ｔ
Ｆ
Ｓ

は
ミ
ド
ル
ゾ
ー
ン
の
製
品
を

手
が
け
、
Ｔ
Ｆ
Ｓ
を
合
わ
せ

た
東
洋
紡
グ
ル
ー
プ
の
同
フ

ィ
ル
ム
市
場
で
の
シ
ェ
ア
は

30
％
弱
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　
敦
賀
事
業
所
で
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ

フ
ィ
ル
ム
原
反
に
離
型
層
を

塗
工
す
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
設

備
の
１
号
機
を
昨
年
10
月
に

稼
働
し
た
。
さ
ら
に
２
号
機

を
導
入
し
21
年
春
に
稼
働
す

る
。
こ
れ
ま
で
離
型
フ
ィ
ル

ム
の
生
産
は
子
会
社
の
東
洋

ク
ロ
ス
・
樽
井
事
業
所
（
大

阪
府
）
だ
け
で
行
っ
て
き
た

が
、
２
拠
点
体
制
を
構
築
し

た
。
敦
賀
で
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
フ
ィ

ル
ム
原
反
か
ら
離
型
フ
ィ
ル

ム
ま
で
一
貫
生
産
す
る
。

日
ぺ
と
東
大

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術

「
協
創
」
へ
協
定
締
結

　
日
本
ペ
イ
ン
ト
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
と
東
京
大
学
は
、

両
組
織
の
包
括
的
な
共
同
研

究
や
人
材
交
流
を
高
度
な
レ

ベ
ル
で
推
進
す
る
産
学
協
創

協
定
を
締
結
し
た
。
塗
料
と

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
軸
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
に
寄
与
す
る
技
術
や

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
新
た
な
社

会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
技

術
の
実
現
に
注
力
す
る
。

　
協
定
期
間
は
20
～
25
年
の

５
年
間
で
資
金
規
模
は
10
億

円
。
併
せ
て
同
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
に
社
会
連
携

講
座
「
革
新
的
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
技
術
の
創
生
」
を
設
置
す

る
。
代
表
教
員
は
脇
原
徹
教

授
。
同
講
座
で
は
新
た
な
機

能
を
有
す
る
塗
装
材
料
の
探

索
や
塗
料
の
設
計
、
塗
装
プ

ロ
セ
ス
の
革
新
に
つ
な
が
る

物
理
的
・
化
学
的
プ
ロ
セ
ス

の
解
明
や
制
御
技
術
の
確
立

な
ど
に
取
り
組
む
。

長 

瀬 

産 

業

米
ベ
ン
チ
ャ
ー

フ
ァ
ン
ド
に
出
資

　
長
瀬
産
業
は
米
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

ベ
ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
Ｐ
Ｖ
Ｐ
）
が
運
用
す
る
ベ

ン
チ
ャ
ー
フ
ァ
ン
ド
に
出
資

す
る
。
長
瀬
産
業
は
機
能
素

材
、
加
工
材
料
、
電
子
、
モ

ビ
リ
テ
ィ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
生
活
関
連
事
業
の
五
つ

の
事
業
領
域
に
展
開
し
、
Ｐ

Ｖ
Ｐ
が
強
み
を
持
つ
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
や
製
造
業
な
ど

工
業
分
野
と
の
融
合
で
既
存

事
業
の
拡
大
と
新
規
事
業
の

創
出
に
つ
な
げ
る
。

　
Ｐ
Ｖ
Ｐ
は
新
材
料
の
研

究
、
開
発
、
製
造
を
手
が
け

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の

目
利
き
や
育
成
に
特
化
し
た

ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ァ
ン
ド
。
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
や
工
業
な

ど
幅
広
い
領
域
に
投
資
し
て

い
る
。
長
瀬
産
業
は
Ｐ
Ｖ
Ｐ

が
運
用
す
る
フ
ァ
ン
ド
へ
の

出
資
を
通
じ
、
革
新
技
術
を

持
つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

の
新
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
市

場
動
向
な
ど
の
情
報
を
活
用

し
、
長
瀬
グ
ル
ー
プ
が
持
つ

幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
知

見
を
も
と
に
既
存
事
業
の
拡

大
を
目
指
す
。
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
と
の
協
業
を
通
じ

グ
ル
ー
プ
全
体
で
新
規
事
業

の
創
出
も
推
進
す
る
。


